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蛍のお尻 足るを知り ロウソクの夜 心よる        波多野毅 
 

ベストセラーになった「スローイズビューティフル」（平凡社）の著者、辻信一さんがＴＡＯ

に遊びに来てくれた。昨年、ＴＡＯ農場で植樹を共に楽しんで以来 2 回目の来訪。前日の、

塩谷義子熊本県知事との対談＆講演会（熊本市パレア）も好評を得た。 
 

辻さんは言う。「ファストな社会の『速さ』は、自然を壊し、文化や社会を壊す。」と。 
 

まさに、戦後輸入されたアメリカ型ファーストフードは日本の食の文化を壊した。受験戦

争へ駆り立てる教育は、自分の頭で考える力、そして人間としての感性を鈍化させた。1 分

1 秒を争う競争の中、ビジネスマンは文字通り忙しさに心を亡ぼし大きなストレスを抱えて

いる。目先の症状を抑えるだけの対症療法に陥っている現代医療、目先の収穫と便利さに

農薬・化学肥料づけになってしまった農業、政治・経済・社会あらゆる分野で短いスパンで

の成果を求めすぎた、「速さ」による「弊害」があふれている。今回のＪＲの脱線事故は、

「より速く」「より効率的に」だけを追い求めてきた我々現代人に、大きな反省を突きつけ

ている象徴的な悲劇に見える。 
 

小国で障害者福祉に取り組む親友の椋野正信君から「現在、学力低下が問題になり、ゆ

とり教育が見直されようとしている。学力だけの画一主義が教育を覆ってしまう風潮に危

機感を抱いている。多様な価値観を認め合うという思想が、地域福祉を推進する前提で

もあるからだ。経済効率だけを優先すれば、能力的に劣る者、役に立たない者は、保護さ

れ隔絶された施設の中で暮らす方がよいという事になりかねない。そうした考え方が、実

は生きる意欲や地域ｺﾐｭﾆﾃｨを衰退させる事に繋がっていくのだ」という意見をもらった。 
 

自分の中にある「ファスト」な感覚。障害者、女性、子供・・・の視点に立つ時、または病気、

事故、離別、死別などに遭遇する時、より鮮明に観えてくる。他人の目、他人との比較を特

に気にする日本人。競争心を煽られ、「速さ」によって、益々疲れ、不安、恐れを増幅してる。 
 

自分が心底欲する「幸せ」とは何だろう。まずは、自分の中にある焦燥感を払拭したい。 

今年の夏至の日も、ローソクに火を灯し、ゆっくりと時間をかみしめてみよう。 



◎ 第 75回 ＴＡＯ社会人講座を終えて 

 

「現代日本の教育の問題点とＴＡＯ塾に期待するもの」  
 

丸埜綾子（小国町出身 元テレビ朝日ロンドン支局スタッフ ジャーナリスト） 

 

 自分の意見を持たない日本人。個性があって当然。 

なぜ自分が思ったことや感じたことをハッキリ言えないの？ 

 私が海外生活を始めたのは、30歳になる直前のこと。 

まず困ったことは、ＹＥＳ！ ＮＯ！がハッキリ言えない。 

しかも「あなたはどう思う？」と聞かれ、なかなか自分の考え 

すら思いつかなかったこと。私はこんな自分を日本の学校教 

育のせいにしていた。 

 静まり返った教室でただ先生の言うことをノートして、試験 

の為だけにそれを覚える。これでは自分で考える習慣が身 

につくはずがない。私が住んでいるイギリスでは、生徒自身が 

リサーチした結果をそれぞれ持ち寄って発表しあう学習法が 

科目を問わず、よく用いられている。自分でリサーチしたテー 

マは何年たっても頭に残るし、自分の答えや意見を人前で発 

表・議論する機会が与えられ、そこでしっかりと自分の力で考 

えて物事を言う習慣が身に付くのだ。しかもこの学習法だと自分の興味がどんなところ

にあるのかが、自然にハッキリ見えてくるのも素晴らしい。 

 日本のように人の意見に「右へならい」なんてイギリスでは子供ですらありえない！の

だ。テレビの取材中にイギリスの街角で街頭インタビューをする時も、マイクを向けるとカ

メラに怖気づきもせず、スパッと答えが返ってくる。見ていて気持ちがいいものだ。 

 ＴＡＯ塾では、自分の意見を持つ子供（人間）を育ててほしい。個性派でなくてもいい。自

分の頭で考えられる人になればいいのだ。ＴＡＯ塾には、国内外から様々な経験・バックグ

ランドを持った優秀な人たちが講演に来る。こんなチャンスがたびたび得られるなんて、首

都・東京に住んでいたとしても難しいのでは？ 

 小国にいながら世界レベルの色んな話が聞けるなんて、ここＴＡＯ塾は広い世界の入り

口。ドアを開けて外へ飛び出すと、そこには無限の可能性があり「勇気」という力が湧いて

くる！さ～あ、夢を実現しよ～う。 

 

参加者感想 

 

石松良介君（小国高校 1年） 

丸埜さんの今までの仕事の話、イギリスでの話など、色々聞いた中で特に仕事の話を聞い

て最初思ったのがすごくラッキーなことが続いてるなということでしたが、それには努力

もしているし、苦労もしているんだなと感じました。丸埜さんの生き方にすごく憧れました。

シナリオライターに興味あるので、色んなことを見習いたいと思いました。 

 

加賀礼美さん（小国高校 1年） 

丸埜さんは 15 歳ぐらいのときから、自分の夢を持ち、自分の進むべき道というのがはっき

りしていて、なりたいものになれたのでいいなと思いました。丸埜さんの話で印象に残っ

ているのは、出会いを大切にしたほうがいいという話です。これから先、たくさんの人たち

と出会うと思うけど、出会いは大切にしたいと思います。 

 



◎ＴＡＯ7 月企画のお知らせ◎ 
 

★ ７月９日（土）10 日（日） Be Good Café 熊本開催 ＴＡＯ塾協賛 
 
                 
 
 

 

 

 

 

 
 

★７月 1２日（火） 夜７時半～８時半 ﾊｰﾌﾞｻｳﾅダイエット健康講座 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

★７月２２日（金） 第 1 回 ドキュメンタリービデオ カフェトーク 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Feel the Earth～「循環型社会のカタチ」 

 

BeGood Café は、定期的にオープンするコミュニティカフェ！
地球環境や社会について皆で語ります。ワークショップやライ

ブもあり！一緒に、ピースな一歩を踏み出してみませんか？ 

ＴＡＯ塾協賛で開催され、ＴＡＯのﾅﾁｭﾗﾙｽｳｨｰﾄのお店も出ます！ 
 

日時：9 日 13時会場 10 日 11時会場 

場所：南阿蘇ルナ天文台 ℡0967－62－3006 

料金：2日間通し 2000円 中高生 1000円 小学生無料 

 

 

★熊本市内でも開催します。興味ある方ご連絡下さい。 

5000年の歴史を持つインドの伝承的医学「アーユルヴェ

ーダ」や中国の「漢方」に、西洋の「ハーブ」を融合させ

ることで、自然が持つ治癒力を最大限に活性化。心と身

体のバランスを整え、潤いで満たしてくれる、今までに

ないリラクゼーションです。 

 「ハーブ」「炭鍋」「塩」「マイナスイオン」「ラドン」など

を体内に取り込むことで 60 兆個からなる人間の細胞を

浄化し、美肌・健康などへの欲求を「5 つの満足」で優し

く包み込みます。参加費無料。ＴＡＯにて。 

★今回の参加者には無料体験ペアチケットを進呈！ 

 

 1 か月間、すべての食事をマクドナルドのメニューで摂って
いたら、体はどうなるのか？ そんな疑問に、スパーロック

監督が自らの肉体をもって体験し、答える超異色のドキュ

メンタリー。体重はもちろん、肝臓などの数値の変化は衝

撃的だが、同じ食事を繰り返すことが精神にも悪影響を与

えるという点が興味深い。（斉藤博昭） 
 

場所：ＴＡＯ（小国産交バスビル１Ｆ） ℡0967－46－3９１３ 

カンパ： 500円（フェアトレードオーガニックコーヒー付） 

ＮＥＷＳ！ 

ＴＡＯ代表 波多野が 7月 15 日、愛・地球博会場の Be Good Caféでビ

ーグッドTalkをすることなりました。Be Good Caféは、万博会場内に「ナ
チュラルフード・カフェ」と「オーガニック・ガーデン」を出展しています。 
 




